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1 は じ め に

秋田県では各酒蔵独自の高級酒の原料米として醸造特性

の優れた「山田錦」の需要が多いが,極晩生で収量性が低

く,しかも脱粒性があるなど秋田県での栽培は難しい。そ

のため,秋田県の気象に適応し「山田錦Jに匹敵する高品

質な酒米品種が望まれている。「山田錦Jを早生化 した高
品質,低蛋自質の品種を育成することにより,酒蔵とそこ

に連携する酒米生産農家を中心とした地域の振興に期する

ことができる。

「美郷錦」は「山田錦」を直接の交配親とし,かつ秋田

県の気象に適応した酒米の新品種である。酒米としての特

性が非常に優れ,高級酒用原料米として有望であるため ,
1999年 3月 に品種登録を申請し,2001年 3月 には秋田県の

認定品種に採用された。

ここでは,その育成経過と主な特性について報告する。

2育 成 経 過

「美郷錦」は1987年に「山田錦Jを母,「美山錦」を父
として人工交配し,選抜・固定を進めてきた系統である。

1994年 F8か ら「秋田酒55号Jの系統名で奨励品種決定試

験に供試して検討を重ねた結果,醸造特性が優れているこ

とから,1999年 3月 に品種登録を申請し,2001年度から秋

田県の認定品種に採用された。2011年でFl.である。

3特 性 概 要

(1)一般特性 (表 1)

「美郷錦」は出穂期が「美山錦Jよ りもやや遅く成熟期
がやや早い,「中生の中」に属する。繹長が「美山錦」並

に長く,耐倒伏性は弱い。草型は穂数が「やや少」,穂長
が「やや長」の「穂重型Jである。いもち病抵抗性遺伝子
型はP,′ と推定され,圃場抵抗性は葉いもち,穂いもちと

もに「やや弱」である。障害型耐冷性は「中」,穂発芽性

は「中Jである。玄米収量は「美山錦Jよ り少ないが,玄
米千粒重は「美山錦」並で,「美山錦Jよ り外観品質に優
れ粗蛋自質含量が低い。

●)施肥反応
図 1に示すように,「美郷錦Jは基肥窒素量を多 くした

場合あるいは生育後期に窒素追肥した場合に倒伏程度が大

表 1 特性一覧表

注 秋田県農業試験場奨励品種決定調査1994～2000年標
肥区の平均値

特性のランクは種苗特性分類基準による

きくなる。また,生育後期の窒素追肥により玄米の粗蛋白

質含量が高くなる傾向にあるが,玄米粗蛋自質含量に対す

る施肥量の影響は「美山錦」よりも小さい (図 2)。

0)原料米としての特性
「美郷錦」の玄米及び50%精米歩合の自米は,と もに

「美山錦Jよ り粗蛋自質含量が少なく「山田錦」並である。

また,50%精米時の整粒歩合が高く無効精米歩合が低いこ

とから,精米特性は「美山錦Jよ り優れる (表 2)。

心自の発現は「美山錦Jよ り良好であり,腹白は少ない

(表 3)。 現場の醸造試験では吟醸酒用の原料米として高い

評価を得ている。
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表2 玄米及び自米 (精米歩合50%)の分析値
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g  DW%   % % DW%
美郷錦 252  73  821 82     34
美山錦 259  76  689   86   37
吟の精 278  78  469   152   42
山田錦 273  72   584   135   33
注 数値は1991～ 1997年の醸造試験場の試験結果の平均
値

表3 玄米の心自,腹白発現調査

種名 心自率 腹自発現率心自発現率
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図 1 施肥区分と倒伏程度との関係
施肥区分は_L段から基肥,幼穂形成期追肥,減数分裂
期追肥 (kg/10a)
(秋田県農業試験場 1998年 )
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施 肥 区 分

図2 施肥区分と玄米粗蛋自質含量との関係
注 施肥区分は上段から基肥,幼穂形成期追肥,減数分裂
期追肥 (贈/10a)
(秋田県農業試験場 1998年 )

4 適応地帯と栽培上の留意事項

適応地帯は,秋田県内においては平坦部一円と見られる。

多基肥は倒伏を助長するため,基肥は「美山錦J並に低
く抑える。蛋自質含量の増加を防ぐ意味で,減数分裂期以

降の窒素追肥は避ける。葉いもち,穂いもちともに耐病性

(育成地)

%%%
美郷錦 645 600          95

655         32 0美山錦    465
注

吟の精    190    483     140
注 1)1997,1998年の平均値
2)奨励品種決定調査標肥区の玄米100粒 について
透視による観察調査
3)算定は農研センター研究資料第30号の方法によ
る

心自発現率=心自発現粒数/全粒数×100
(心白 :玄米の中心部に自濁がみられるもの)
心自率=(5大 +4中■2小)/5n× 100
(n:調査個体数,大,中,小 :各心自の大きさ)
腹自発現率=腹白発現粒数/全粒数×100
(腹自 :腹部の自濁が粒の長さの1/2以上でか
つ中心部に自濁部分がないもの)

は「美山錦」よりも弱い「やや弱Jなので,適期に防除を

行う。

5  お  わ  り  に

「美郷錦Jは「山田錦Jを直接の交配親として早生化を

図り脱粒性を改善することによって,寒冷地北部まで作付

けを可能にした品種である。栽培特性については「山田錦」

よりかなり改善されたが,収量性,耐倒伏性,耐病性など

は十分とはいえず,どちらかというと栽培が難しい品種と
いえる。しかし,酒造用原料米としての特性は「山田錦」

に匹敵し非常に良好で,純米吟醸酒用として有望である。

栽培するのは難しいが作りがいのある,いわば米作リプロ

のための品種と言って良い。

また,酒造用途が高級酒用に限定されることから,「美

山錦」以上に需要に応じた計画的生産が求められる。その

ためには,地域で連携して酒造メーカーの需要に対応でき

る体制を整えていく必要がある。
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